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ウ シガエ ル オ タマ ジ ャ クシ の 大鵬骨での サイロ キ シ

ン 投与に よる コ ラーゲ ン 分解

山 口 恵一郎 （独協医大 ・総研）

教育 ・生物〉

安増郁夫　（早大 ・

Degeneration　 of　 cellagen 　in　the　thigh　bOne　 of

tadpole 　treated 　 with 　thyroxine

KEIICHIRO　YAMAGUCHI ，　 IKUO 　YASUMASU

　ウ シ ガ エ ル 幼生（発生 ス テ ージ 14〜15）の 腹腔内に

〔
1℃ 〕プ ロ リ ン を 1

μCi 注 射 し，標 識 され た 大 腿 骨 ，

尾 ヒ レ で の コ ラーゲ ソ の 合成 お よび 分解 に つ い て 調

べ た 。 サ イ ロ キ シ ン （T ユ），プ ロ ラ ク チ ソ （PL ）で 3

日間処理 後， 標識 して組織 が ら冷 PCA 可溶分画，

熱 PCA 可溶分画 ，沈 澱蛋白分 画 を得た 時の 放射比

活嘆 の 分布は，大腿骨 で は ，T イ，　 PL 共に （同時 に 投

与 し て も）特 に コ ラ ーゲ ン 合成を促進す る 効果 が あ

り，従来の 切 り出 し た 組織 を 標識 して い た 実験結果

と
一

致 した 。 尾 ヒ レ で は PL に よ る コ ラ ーゲ ン 合成

の 効果が 顕著 で ，T4 は こ れ を抑 え て い た。　 T4 と PL

と で 同時 に 処理 した 場合 で も抑えられ て い た 。 〔
匚℃ 〕

ヒ ド ロ キ シ プ ロ リ ン は 取込 ま れ た 〔
1
℃〕プ ロ リ ン が

コ ラーゲ ン 中 で 水酸化され て で きた と考え られ る

が ，大部分 の こ れ の 放射 活 性 は 熱 PCA 可 溶分画 中に

見出 され る の で こ の 分画 を コ ラ ーゲ ン 分画 とみ な せ

る 。 次に ，〔
1
℃〕プ ロ リ ン を注射後， ホ ル モ ン 処理

を 3 日間行 い ， 組織を切 り出 して 培養液中 で 保温後 ，

培養液 中に 放出 され た 〔
1
℃〕プ ロ リソ の 放射活性で

み た 時 の コ ラ ーゲ ン の 分解は ，大腿骨，尾 ヒ レ 共に

T ， で 分解が 促進 さ れ て い た が ， PL で は 抑え られて

い た。臓 と PL の 同時処 理 の 時 は PL が T4 の 作用

を抑え て い る こ とを 示 唆 して い た e
一方 ， 組織中 に

残存す る 〔
1℃ 〕ブ 卩 リ ソ は 1 減少分 が培養液に 移行

して い た 。以上 の 結果は ，T4 も PL も コ ラ
ーゲ ン 合

成を刺戟す る こ とに は 変 りな い が，尾 ヒ レ で は T ，

に よ る 合成 機構が 欠 け て い ，T4は コ ラ
ーゲ ン の 分解

を も刺戟す る が，PL は こ れを抑鋼 し，　 T ， の 作用 を

も抑え る と結 論 づ け られ る。生 長 ホ ル モ ン が PL と

ほ ぼ同 じ効果 をもつ こ とも分 っ た 。

ア フ リカツメガ エ ル の 血球細胞 の分化

玉 野井逸朗 （千葉大 ・教養 ・生物〉，鷲尾　浩 （千

葉大
・理 ・生物）

As しudy 　on 　red 　blひ od 　cell 　differentiation　in　X θ四〇
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ITSuRO　TAMANOI ，
　 HIROSHI 　WASHIO

　カ エ ル が幼生 か ら成体へ と変態す る 時赤血 球 ヘ モ

グ ロ ビ ン も幼生型 か ら成体型へ と変換す る こ とが報

告 さ れ て い る 。
こ の 変換 が一

つ の 細胞内 で 起 る の か ，

あ る い は 新 た に 成体型 ヘ モ グ ロ ビ ン を 合成す る細胞

が 形 成 さ れ る の か は ま だ 結論を え て い な い 。ま た 変

換を起す要因 に つ い て も十分な こ とが 解明 され て い

ない 。 こ れ らの 問題 の 分析の 基 礎的 な こ とと して 本

実験 で は ，ア フ リ カ ツ メ ガ エ ル の 幼生型 と成体型 の

ヘ モ グ P ビ γ タ イ ブ を disc電気泳動法 で 検討 し，幼

生型か ら成体型 へ の 変換す る時期，また 幼 生型 と成

体型 との 成分を免疫的手法で 分析す る こ とを 目的 と

した 。

　使用 した ア フ リ カ ツ メ ガ エ ル の 血 球 は ，st ．　53か ら

66 〈NieusvkoDp 　a ロd　Faber，
’56）お よび変態直緩か ら

体長 40mm ，ある い は 3 ヵ 月以上 経 っ た 成体 か ら採

取 した も の で ある。免疫的分析 に 用 い た 抗 血 清は ，

幼生 型 と して st ．53〜55 の 血 球 ，お よ び 成体型 血 球

と して 変態後 3 カ 月 の 血 球を抗原 と し ， ウサ ギ で作

成 した 。

　dlsc電気泳動法に よ る 幼生型 ヘ モ グ 卩 ビ ン の パ タ

ー
ン は，9 本．7 本， 5 本， 4 本 と 4 種類 の もの が

観察 され た 。 こ れ らの パ タ ーン は い ずれ も変態終了

ま で変 らず，変態後に 成体型へ 移行す る こ とが 明ら

か とな っ た 。 成体型 ヘ モ グ 卩 ビ ン は，一
つ の パ タ ー

v しか 認 め られず，そ の パ タ
ー

ン は 2 つ の diffuse　 L

た バ γ ド と，陽極鰯 に 1本 の 合計 3 本 の パ ン ドか ら

な っ て い る。免疫拡散法 に よ る 幼生型成分 は 3 本の

沈 降線 を 示 し，変態後 も しば ら く観察 され た。成体

型血球成分 は 1太 の 沈降線 の み で あ っ た が ，
こ の 成

分 は 変態中か ら出 現す る こ と がわ か っ た。
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